









































① ｢おどかす真似｣をしたまま,軽 く,明るく,母音 ｢ア｣を発音させる｡
② 発せられた母音 ｢ア｣をのばす｡
③ 口の中 (喉の奥)から胸の中 (胸の奥)にかけて,｢おどかす真似｣のままであるこ
とを確認する｡｢ぽっかりと空いた感じがする｣等の言葉により,中咽頭腔,下咽頭
腔が開かれた状態になるように指導する｡














× 軽く､明るく発した母音｢ア｣ー- l llI l ll ]























① ｢おどかす真似｣をしたまま,軽 く,明るく,母音 ｢ア｣を発声させる｡
② のばした母音 ｢ア｣を,｢おどかす真似の中に落とすように｣等の言葉 と共に発声さ
せる｡




















































































いないと考えられた｡このことから,直立できない状態を作 り出し,姿勢を保 とうと働 く
腹筋 と,呼吸行為 とを結びつけることを考え,以下の呼吸指導を行った｡
① 足を前後に離して立ち,重心を後ろの足に乗せるようにする｡








宮下 :発声指導法研究Ⅳ:児童への指導 (2) 63
(図3)重心の移動により体を前後に揺らす練習
(図4)重心の移動しながらの ｢おどかす真似｣の練習

















(註 1)宮下茂 ｢発声指導法研究Ⅳ:児童への指導 (1)｣:長崎大学教育学部教科教育学研究報告
第42号,平成16年 3月
